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 論文題名 
Pioglitazone is effective for multiple phenotype of the Zucker fa/fa rat with polycystic 
ovary morphology and insulin resistance 








る pioglitazone(Pio)を投与したときの PCO徴候の改善効果について検討した。 
                                        
研究方法   
  インスリン抵抗性による PCOに対する Pioglitazoneの影響を検討するため、Zucker 
+/+ラット (正常モデル )と PCO モデルラットに溶媒単独あるいは pioglitaozen 
(2.5mg/ml/kg)(Pio)を 22 日齢から 2 週間投与した(各５匹)。これらの卵胞数、血中アンド
ロゲン(testosterone、androstenedione、DHEAS)、血中抗ミューラー管ホルモン(AMH)、
インスリン感受性 adipocytokineである血中 adiponectin(Adp)を測定した 
 
研究成績及び考察 
  正常モデル、PCOモデル、Pioglitazone投与 PCOモデルグループで血中アンドロゲ
ンはいずれも低値で各グループに差はなかった。AMH値はmeanで7.24、11.0、8.22 ng/ml
で、PCO モデルは他の 2 グループのいずれよりも有意に高値だった。また Pioglitazone
投与により有意に AMH は低下した。卵胞数（卵巣の最大面）は 73、124、100 で PCO
モデルで卵胞数が多い傾向にあり、Pioglitazone 投与により減少した。また adiponectin
は 6.0、16.0、18.5μg/mlで PCOモデルで Pioglitazone投与によりさらに上昇した。                                        
 
結論 
  Zucker fa/faラットはアンドロゲン高値がなくインスリン抵抗性があり卵胞数が多く
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結果の要旨 
PCOS の２大 etiology である高男性ホルモンとインスリン抵抗性を考えたとき、今回使用
した Zuckerfafa ラットは高男性ホルモンを排除した PCO モデルとして活用でき、アディ
ポネクチンに関与するインスリン抵抗性改善薬ピオグリタゾンの投与によって、PCO徴候
（卵胞数と AMHの変化）が改善されることが確認された。 
実臨床でも使用されているピオグリタゾンが男性ホルモンの状態に関与なく有効である可
能性が示唆された。 
今回の結果はピオグリタゾンの有用性を卵胞数と AMH という生化学マーカーを用いて示
したことでその根拠を明らかにしたということで学位論文に値する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
